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建設工事現場に適した

1

歪測定装置の試作
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　圓比谷交叉職角にいま日活國際曾館が竹申工務店の手

で塗築中である。この建物は爾邊が100mおよび60m

めほS’直角3角形状の敷地を．もち地上9階地下4階の鐵

骨コソクリー．トラーメソ構逡であるoこの附近の地質は

地下約20mではしめて丈夫な基盤がありそれより上暦

は青色の軟粘土であるから建物の基礎ほとの基盤に蓬し

させねばならない。このような深い基礎を周園の建拗や

街路に支障を與えることなく安ゑに施工するためにその

築造には特許竹中式潜函工法が採用されノ乙。それは地下

に埋まるべき4厨の部分の外壁および主要骨組をまつ地．

上に作り，内部の土を掘整搬出することにょつて自重を

利用して建物を沈下させるものである。このとき粘土厨

は水を透さないから掘墾は順調に進むことが像想される

が，掘墾に潜函が不岡1瑚≠し，傾斜叉は過大な外力に

よる都材の折損を生ずるおそれがある。これらの鮎を考

慮し建築禦擁の上に更に鋼トラスが工畜・中だげ假に取付

けられた。トラスの型式はプヲ

ワト型で建物め外壁間に20個

並列して架せられているp

・掘竪工事中には不測の癒力に

よ．り部材が折損しないように常

に部材に働いている瀬力を知つ

て臨機に細墾順序を決定しなけ

ればならぬが如何にして部材懸

力を随時知るFとができるであろうb　この鮎が委託さ

れた問題の蝋であつ淀。部材癒力を知る普通の方法は

歪の測定である。幸にして鋼の「ヤソグ係敬は例外なく一

是であるから，われわれは假設Fラス部材および鐵骨の

歪を測れば，部材懸力を充分な糟度で知ることができる

轡である。．したがつ七悶題に歪計の製作に臨することに

fるがこの場合歪計の備うべき要件は

　（1）測られる癒力は最大2000kglcm2まで達し糟度

はMkg／crn4　za度であること。

　（2）秋から翌年春にかけての約弊間安建性を維持

することp

　〔3）土建工事現場の實情からみて相當の堅牢さと畢

20

純さをもつこと。

　（4）湿度墾化の影響が少いこと。

　（5）設置個所が多いから，軍贋が安いこと。

　（6）司令室にいて，多籔の歪計のよみを随時知りう

ること。　　　　・

等である。

　精密測定用歪計には優秀な製品が敷多獲費されている

がそのうち光學翁計器は場所力ら適賞でなく電氣鷹

は長期間の安定を敏くので結局機械的歪計が適當であ

る。レかしこれらの計器は主として實験室向に作られて

いるのて振軌漁氣，錆，償格等の織で適當なものが少

く，比鞍槍討の結果平凡ではあるがダイヤルゲPジが比

較釣堅牢で且長期の繕綾酌魏測に適當であると判噺し

た。臓の脚00㎜歪計は融なのと信灘iに乏し
いので1／100　mm歪髄用いるとして，これで鋤⑳
kg／cmtの懸力を翻るには1mのゲージ長を必要とする
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鰍圓歪計側醐（職㎜）
が，「幸にして購造拗がE大であるからこれを取付けるに

困難はなかっ九。第1圖にでき上つた歪計である（なお

口紬3頁第9闘滲照》。主翼部は距離確AB，〆イヤルゲ

ージM，計器取付金具Cよりなる，部材に踵離捧と計器

販付金具をとりρけプ間にグイヤルゲPジをおき19C

二鮎聞の伸縮を膜みとるもので原理依きわめて簡箪であ

る。このとき佛われk2，3の細い注意は次のよ，うであ

る。　　　t

　（ユ）　D部に’ネをっけて部材との密着をはかり，瞳

嚇が常に部材に平行なるようにした

　（2）D部に遊尺をつげて計器を取替える必要ができ

た場合に備えノと。
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